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■ 前田家の天神信仰【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 古九谷・再興九谷名品選【古美術】

■ はこ・箱・hako　さまざまな素材とわざ【近現代工芸】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

■ 遊戯具と香道具【前田育徳会尊經閣文庫分館】

  企画展Topics　かお・すがた・こころ　ー肖像と近代ー

  友の会会員募集

  3月の行事予定

西田藤夫《ダミジャーナ》1982年

ー「静けさが形となる時  西田藤夫  イタリア四十年」よりー

熊谷守一《いんげんに熊蜂》1961年

－「生誕140周年　熊谷守一　―わたしはわたし―」より－

特別陳列 静けさが形となる時　西田藤夫　イタリア四十年

生誕140周年　熊谷守一展　―わたしはわたし―
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BI J U T S U K A N  D AY O RI  N o .449 2

《ヤキバノカエリ》1956年　岐阜県美術館蔵 《夏の月》1961年

埼玉県立近代美術館蔵

熊
谷
守
一
の
生
涯
を
た
ど
る
と
、
そ
の
人
生
は
け
っ
し
て

順
風
満
帆
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岐
阜
の
裕
福
な

家
柄
の
下
に
生
を
受
け
ま
す
が
、
複
雑
な
家
庭
環
境
の
中
で

育
ち
、
周
囲
の
人
間
関
係
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
、
次
第
に
「
自

分
は
自
分
」
と
い
う
信
念
を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
少
年
期

か
ら
絵
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
守
一
は
、
東
京
美
術
学
校
へ

進
学
、
本
格
的
に
絵
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

当
時
か
ら
、
売
る
た
め
の
絵
を
描
く
こ
と
を
せ
ず
、
自
分
の
心

の
赴
く
ま
ま
に
筆
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
経
済
的
に
は
非
常

に
苦
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
友
人
た
ち
が
海

外
へ
渡
航
し
、
最
新
の
画
壇
の
動
向
を
伝
え
て
き
て
も
、
時
流

に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
作
風
を
追
求
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
家
族
が
で
き
、
養
う
必
要
が
出
て
き
て
も
、
決
し
て

人
に
お
も
ね
る
よ
う
な
制
作
は
せ
ず
、
あ
く
ま
で
「
自
分
」
を

貫
い
て
い
き
ま
し
た
。

守
一
は
、
自
然
の
景
観
、
草
花
、
鳥
、
魚
、
動
物
、
昆
虫
、
ま
た

身
近
な
人
々
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
見
過
ご
さ
れ
て

し
ま
い
そ
う
な
対
象
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
、
そ
の
形
や
色

彩
の
本
質
的
な
要
素
を
つ
か
み
取
り
、
画
面
の
上
に
表
現
し

て
い
っ
た
と
い
え
ま
す
。《
春
の
日
》
と
題
さ
れ
た
本
作
は
、
椿

の
赤
い
花
が
葉
の
緑
を
暗
示
さ
せ
る
背
景
の
薄
緑
色
の
上

に
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
暖
色
と
寒
色
の

調
和
の
と
れ
た
色
面
構
成
と
、
フ
ォ
ル
ム
を
か
た
ち
取
る
微

妙
に
揺
れ
動
く
色
線
は
、「
モ
リ
カ
ズ
様
式
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
豊
潤
な
味
わ
い
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

◆
観
覧
料

一
般
：
一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

高
校
・
大
学
生
：
八
〇
〇
円
（
六
〇
〇
円
）　

小
・
中
学
生
：
五
〇
〇
（
三
〇
〇
）
円

※ （　

）内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
料
金

※ 

県
立
美
術
館
友
の
会
会
員
は
団
体
料
金
。
身

体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
団
体
料
金
。
付
き
添
い
一
人
は
無
料
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

北
陸
中
日
新
聞
事
業
部

☎ 

０
７
６
（
２
３
３
）
４
６
４
２　

（
平
日
10

時
～
17

時
）

第7・8・9展示室 
北陸中日新聞発刊60周年記念

生誕140周年　熊谷守一展　―わたしはわたし―

2月11日（木・祝）～3月14日（日）　会期中無休 

主催：北陸中日新聞、石川テレビ放送、石川県立美術館

後援：石川県、金沢市、金沢市教育委員会、NHK金沢放送局、エフエム石川　特別協賛：東海東京証券

《牝猫》1959年　個人蔵

《春の日》1966年

あいおいニッセイ同和損保蔵
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BI J U T S U K A N  D AY O RI  N o .4493

《たたずむ花束》2018年《アネモネ》2013年

今
号
で
は
、
静
物
画
の
歴
史
か
ら
、
西
田
作
品
に
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

西
田
藤
夫
が
四
十
年
に
わ
た
り
、
静
物
画
を
描
い
て
き
た

国
は
イ
タ
リ
ア
で
し
た
が
、
実
は
静
物
画
が
最
も
隆
盛
を
極

め
た
の
が
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
が
主
流
の
国
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
イ
タ

リ
ア
の
よ
う
な
宗
教
絵
画
の
需
要
が
無
か
っ
た
と
い
う
背
景

が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
に
序
列
が

存
在
し
て
い
ま
し
た
。
十
五
世
紀
に
は
、
歴
史
画
や
宗
教
画
を

扱
う
こ
と
が
画
家
と
し
て
名
誉
で
あ
る
と
の
考
え
が
す
で
に

見
ら
れ
ま
す
。
十
七
世
紀
に
は
、
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
等
の
影
響

か
ら
序
列
は
顕
著
に
な
り
ま
す
。
聖
書
や
神
話
に
基
づ
く
歴

史
・
宗
教
画
が
最
高
位
で
、
次
に
王
侯
貴
族
を
描
く
肖
像
画
、

そ
し
て
風
景
画
へ
と
続
き
ま
す
。
静
物
画
は
「
生
命
の
な
い
自

然
を
模
倣
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
て
最
下
位
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
画
家
達
は
、
静
物
画
の
モ
テ
ィ
ー
フ

に
神
話
の
寓
意
や
、
人
生
の
は
か
な
さ
の
象
徴
（
ド
ク
ロ
や
剥

き
か
け
の
レ
モ
ン
な
ど
）
を
織
り
ま
ぜ
、
作
品
に
神
学
的
な

正
当
性
を
持
た
せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
そ
う
ま
で
し
て
静

物
画
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
静
物
画
の
写
実
に
魅
了
さ
れ
た

人
々
の
、
確
か
な
需
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

今
日
、
そ
う
し
た
序
列
に
よ
る
制
約
が
無
く
な
り
、
画
家
の

自
由
な
創
意
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
描
か
れ

る
モ
テ
ィ
ー
フ
に
意
味
を
見
い
だ
す
必
要
は
な
く
な
っ
た
の

で
す
。
毛
糸
は
毛
糸
、
花
は
花
。
西
田
作
品
に
通
底
す
る
「
モ

テ
ィ
ー
フ
が
織
り
な
す
緊
密
な
世
界
」
を
た
だ
楽
し
む
。
今
回

の
展
示
で
、
そ
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

第4展示室【近現代絵画】　特別陳列  

静けさが形となる時　西田藤夫　イタリア四十年

2月13日（土）～3月19日（金）　会期中無休 

こ
こ
で
は
、
西
田
作
品
の
魅
力
に
つ
い
て
少
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
西
田
作
品
に
通
じ
る
の
は
、
隙
の
な
い
空
間
作
り
で
し
ょ
う
。
本
文
で
、「
モ
テ
ィ
ー
フ
が
織
り
な
す
緊
密
な

世
界
」
と
紹
介
し
た
と
お
り
で
す
。
特
に
近
年
は
画
中
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
精
選
し
、
緊
密
で
ソ
リ
ッ
ド
な
東
洋
的
と
も

い
え
る
空
間
を
作
り
だ
し
て
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
宮
本
武
蔵
筆
《
枯
木
鳴
鵙
図
》
で
し
ょ
う
か
。
隙
な
く
、
見

え
な
い
糸
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
空
間
で
す
。

そ
し
て
、
強
く
主
張
す
る
わ
け
で
無
く
、
静
か
で
し
っ
と
り
と
し
た
光
に
纏
わ
れ
た
色
彩
。
多
く
の
画
家
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
ア
ト
リ
エ
に
は
北
向
き
の
窓
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
の
採
光
に
こ
だ
わ
っ
て
制
作
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
緊

密
な
空
間
と
穏
や
か
な
色
彩
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
、
静
か
な
作
品
世
界
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
す
。

学芸員の眼
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BI J U T S U K A N  D AY O RI  N o .449 4

第2展示室【古美術】 

古九谷・再興九谷名品選
2月13日（土）～4月13日（火）

今
回
は
、
古
九
谷
の
産
地
問
題
を
再
考
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
三
十
年
ば
か
り
前
か
ら
「
古
九
谷
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
色

絵
磁
器
の
産
地
は
九
谷
で
は
な
く
、
有
田
で
あ
る
と
す
る
主

張
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
令

和
元
年
の
当
館
特
別
陳
列
「
古
九
谷
と
加
賀
蒔
絵
の
至
宝
」
で

紹
介
し
た
よ
う
に
、
九
谷
古
窯
跡
の
出
土
品
か
ら
、
白
磁
素
地

の
制
作
、
色
絵
（
五
彩
手
）
、
青
手
両
様
式
の
絵
付
け
が
九
谷
で

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
立
証
で
き
ま
す
。
出
土
陶
磁
片

は
あ
く
ま
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
絵
付
け
な
ど
、
伝
存

品
に
近
い
完
成
度
の
も
の
が
大
量
に
見
つ
か
る
こ
と
の
ほ
う

が
不
自
然
で
す
。

有
田
産
説
の
根
拠
と
さ
れ
る
考
古
学
や
科
学
分
析
か
ら

の
考
察
は
、
あ
く
ま
で
個
人
が
解
釈
し
た
成
果
の
有
意
性
に

立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
す
。
広
範
な

地
質
の
組
成
が
均
一
で
あ
る
と
す
る
あ
り
得
な
い
前
提
の
上

に
、
一
万
分
の
一
％
の
割
合
・p

p
m

で
胎
土
の
希
土
類
の
含
有

量
を
比
較
す
る
こ
と
で
産
地
を
峻
別
す
る
こ
と
は
個
人
の
解

釈
で
あ
り
、
当
然
同
じ
デ
ー
タ
か
ら
産
地
を
推
定
す
る
に
足

る
有
意
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
解
釈
も
成
立
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
古
九
谷
の
表

現
様
式
が
、
再
興
九
谷
と
し
て
加
賀
の
地
に
連
綿
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
歴
史
的
事
実
で
す
。
前
田
家
の
発
注
に
よ
り
有
田

で
古
九
谷
が
制
作
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
引
き

続
き
再
興
九
谷
も
有
田
で
生
産
す
れ
ば
よ
り
大
き
な
利
益
を

生
ん
だ
は
ず
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
事
実
が
「
九
谷
」

の
歴
史
の
重
さ
で
す
。
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
時
流
を
見
据

え
な
が
ら
も
、
古
九
谷
の
一
品
制
作
の
精
神
を
継
承
し
た
再

興
九
谷
諸
窯
の
姿
勢
は
、
こ
の
歴
史
に
対
す
る
自
負
で
あ
り
、

今
回
の
展
示
で
改
め
て
強
調
し
た
い
点
で
す
。

《色絵象人物図角皿》吉田屋窯

※3月20日（土・祝）～23日（火）は休館

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の天神信仰
2月13日（土）～3月19日（金）　会期中無休

展
示
中
の
重
要
文
化
財
《
荏
柄
天
神
縁
起
絵
巻
》
上
巻
の
各

段
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
前
号
に
て
触
れ
た
と
お
り
、
菅
原
是
善

邸
の
庭
に
現
れ
た
童
子
が
「
わ
た
し
を
菅
原
家
の
子
に
」
と
請

う
た
こ
と
を
喜
び
、
是
善
が
道
真
を
抱
き
か
か
え
た
場
面
［
第

一
段

道
真
化
現
］
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

十
一
歳
で
優
れ
た
漢
詩
を
詠
み
［
第
二
段

幼
少
詩
作
］
、
天

台
宗
の
僧
円
仁
が
ま
と
め
た
仏
典
の
序
文
を
、
ま
だ
二
十
歳

す
ぎ
の
道
真
に
求
め
た
こ
と
［
第
三
段

序
文
執
筆
］
。「
机
に

向
か
っ
て
ば
か
り
の
道
真
に
、
弓
な
ど
射
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」

と
試
さ
れ
る
も
、
見
事
百
発
百
中
［
第
四
段

弓
射
妙
技
］
と
、

幼
い
頃
か
ら
文
武
に
優
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
続
き
ま
す
。

第
五
段
は
、
吉
祥
院
で
道
真
の
五
十
歳
を
祝
う
法
会
が
行

わ
れ
、
長
寿
を
祈
る
帝
の
願
文
と
砂
金
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

［
五
十
賀
祝
］。
第
六
段
で
は
、
一
時
に
十
首
の
句
を
つ
く
り
帝

に
献
上
し
［
献
上
詩
作
］、
中
納
言
か
ら
大
納
言
、
や
が
て
右
大

臣
に
ま
で
昇
進
し
た
こ
と
。
第
七
段
に
は
、
菅
家
三
代
の
歌
集

を
献
上
し
、
感
銘
し
た
帝
か
ら
御
詩
を
賜
っ
た
こ
と
［
天
覧
拝

謁
］な
ど
、順
調
に
出
世
を
重
ね
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

し
か
し
、第
八
段
で
は
、左
大
臣
藤
原
時
平
の
讒
言
に
よ
っ
て

大
宰
府
へ
の
流
罪
が
決
ま
り
、
悲
し
み
の
歌
を
宇
多
法
皇
に
贈

り
［
法
皇
佇
立
］、
自
ら
の
邸
宅
の
梅
に
別
れ
を
告
げ
ま
す
［
第

九
段

紅
梅
別
離
］。
牛
車
を
見
送
る
沿
道
の
人
々
は
涙
に
暮
れ

［
第
十
段

配
流
陸
路
］、
船
が
浪
速
津
よ
り
出
発
す
る
様
子
［
第

十
一
段

配
流
海
路
］が
描
か
れ
ま
す
。以
上
が
上
巻
で
す
。

三
月
六
日
の
土
曜
講
座
で
は
、
こ
れ
ら
の
各
場
面
の
詳
細

と
、
続
く
中
下
巻
の
各
場
面
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
展
示
と

あ
わ
せ
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

重要文化財《荏柄天神縁起絵巻》第四段　弓射妙技の場面
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第5展示室【近現代工芸】 

はこ・箱・hako
さまざまな素材とわざ

2月13日（土）～3月19日（金）　会期中無休

現
在
、
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
、
石
川
県
の

Y
o
u
T

u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
「Is

h
ik

a
w

a
 P

r
e
f

」
に
お
い
て
、
蓋
を

開
け
た
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
四
作
品
の
内
、
筑
城
良
太
郎

《
栃
造
筋
違
菓
子
器
》
を
、
前
回
ア
ラ
カ
ル
ト
の
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
ま
し
た
。
今
回
は
あ
と
三
点
を
解
説
し
ま
す
。

下
図
の
蓋
を
開
け
た
箱
は
、
色
絵
磁
器
の
人
間
国
宝
・
富
本

憲
吉
の
《
染
付
色
絵
菱
文
角
箱
》
で
す
。
整
然
と
描
か
れ
た
染

付
の
菱
文
を
、
各
辺
に
施
さ
れ
た
茶
色
い
錆
釉
が
引
き
締
め

た
、
清
々
し
い
意
匠
で
す
。
蓋
を
開
け
る
と
、
赤
や
緑
を
用
い

た
小
花
の
模
様
が
現
れ
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
大
小
二
点

あ
り
、
ど
ち
ら
も
同
じ
意
匠
で
す
。

蒔
絵
の
人
間
国
宝
・
寺
井
直
次
《
金
胎
蒔
絵
漆
箱
「
飛
翔
」
》

は
、
文
化
庁
の
工
芸
技
術
記
録
映
画
対
象
作
品
と
ほ
ぼ
同
じ

も
の
で
す
。
素
地
は
金
属
で
、
表
面
に
布
を
被
せ
て
漆
を
塗

り
、
蒔
絵
で
鶴
が
飛
び
行
く
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。
内
部
側

面
に
は
、
蒔
絵
で
亀
甲
文
が
施
さ
れ
た
三
段
重
が
現
れ
、
外
と

内
で
鶴
亀
、
長
寿
を
表
し
て
い
ま
す
。
各
重
の
内
部
に
は
桐
の

板
が
貼
ら
れ
、
金
胎
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
薄
く
軽
量
で
す
。

木
工
芸
の
人
間
国
宝
・
氷
見
晃
堂
《
栃
造
八
稜
箱
》
は
、
複

雑
な
木
目
の
栃
に
よ
る
八
角
箱
で
す
。
各
辺
に
配
し
た
堅
木

の
黒
檀
は
、
強
度
を
高
め
る
と
同
時
に
意
匠
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
幾
何
学
模
様
の
象
嵌
は
、
白
金
と
木
を
用
い

て
お
り
、
木
象
嵌
は
側
面
が
黒
檀
、
甲
面
は
赤
み
が
か
っ
た
紫

檀
で
す
。
蓋
を
開
け
る
と
金
銀
二
色
の
象
嵌
を
施
し
た
掛
子

が
あ
り
、
欠
け
や
す
い
内
部
の
縁
周
り
に
は
や
は
り
、
堅
固
な

紫
檀
を
あ
し
ら
っ
て
い
ま
す
。

素
材
を
活
か
し
技
術
を
凝
ら
し
た
、
箱
作
品
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

富本憲吉《染付色絵菱文角箱》

第3・6展示室【近現代絵画・彫刻】

優品選
2月13日（土）～3月19日（金）　会期中無休

日
本
画
分
野
か
ら
は
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
黒
田
櫻
の

園
《
御
水
送
り
神
事
》
を
シ
リ
ー
ズ
十
面
す
べ
て
展
示
し
ま

す
。
毎
年
三
月
二
日
に
福
井
県
小
浜
市
の
若
狭
神
宮
寺
か
ら

流
さ
れ
た
香
水
が
、
十
日
か
け
て
東
大
寺
二
月
堂
若
狭
井
に

送
ら
れ
る
と
さ
れ
、
三
月
十
二
日
に
は
東
大
寺
の
お
水
取
り

で
く
み
上
げ
ら
れ
ま
す
。

油
彩
分
野
で
今
回
展
示
す
る
宮
本
三
郎
《
歌
手
》
、
鴨
居
玲

《
望
郷
を
歌
う
（
故
高
英
洋
に
）
》
は
、
と
も
に
熱
唱
す
る
女
性

の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
師
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
二
人
で

す
が
、
豊
か
な
色
彩
と
軽
快
な
タ
ッ
チ
で
生
の
讃
歌
を
歌
い

上
げ
る
宮
本
に
対
し
、
鴨
居
は
抑
制
さ
れ
た
色
彩
と
素
早
い

筆
触
に
よ
っ
て
、
懊
悩
す
る
生
の
叫
び
を
表
現
し
て
い
る
よ

う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
個
性
的
な
作
風
が
見
ら
れ
ま
す
。

彫
刻
分
野
か
ら
は
、
日
展
特
選
に
輝
い
た
野
畠
耕
之
介

《
途
》
や
楽
し
げ
な
音
楽
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
宮
地
寅
彦

《
口
笛
》
、
ル
オ
ー
の
連
作
版
画
「
ミ
ゼ
レ
ー
レ
」
に
触
発
さ
れ

て
制
作
し
た
中
村
晋
也
《M

is
e
r
e
r
e
 

Ⅵ
》
、
吉
田
三
郎
が
人
体

以
外
に
得
意
と
す
る
動
物
（
ら
く
だ
）
モ
チ
ー
フ
の
《
嚝
野
》
な

ど
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

版
画
分
野
で
は
脇
田
和
が
昭
和
五
十
三
年
度
以
降
に
手
が

け
た
、
衣
服
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
八
種
類
の
柄
や
襟
の
形
が
異
な
る
洒
落
た
シ
ャ
ツ
が
並

ぶ
《
首
回
り
》
や
細
か
な
柄
ま
で
描
か
れ
た
《
く
つ
し
た
》
か
ら

は
、
十
五
歳
か
ら
七
年
間
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
、
洋
服
文
化
が
長

い
西
洋
で
の
生
活
の
影
響
を
感
じ
さ
ま
す
。

黒田櫻の園《御水送り神事　韃靼行法》
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企画展Topics

かお・すがた・こころ
ー肖像と近代ー

4月18日（日）～5月23日（日）　会期中無休

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催
で
き

な
か
っ
た
企
画
展
を
、規
模
を
拡
大
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、
彫
刻
に
お
け
る
肖
像
の
名
品
が
金

沢
に
集
ま
り
ま
す
。
近
代
日
本
を
代
表
す
る
作
家
の
作
品
や

描
か
れ
た
偉
人
、
近
代
な
ら
で
は
の
制
作
方
法
や
視
点
な
ど
、

肖
像
作
品
が
持
つ
「
近
代
」
の
諸
相
を
詳
し
い
解
説
と
と
も
に

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
特
別

協
力
に
よ
り
同
館
の
所
蔵
品
が
多
数
出
品
さ
れ
る
ほ
か
、
日

本
各
地
の
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
名
品
を
ご
覧
い
た
だ

け
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
。

近
代
を
象
徴
す
る
か
お
、
時
代
を
生
き
た
人
々
の
す
が
た
、

そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
こ
こ
ろ
。全
国
的
に
活
躍
す
る
作
家
の
優

品
、
県
外
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
石
川
ゆ
か
り
の
作
品
を
含
む

約
九
十
点
の
作
品
が
、み
な
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
お
も
な
出
品
作
家

日
本
画
：

伊
東
深
水　

上
村
松
園　

小
倉
遊
亀　

片
岡
球
子　

狩
野
芳
崖　

鏑
木
清
方　

川
端
龍
子　

北
野
恒
富　

下
村
観
山　

高
山
辰
雄　

橋
本
雅
邦　

橋
本
関
雪　

安
田
靫
彦　

な
ど

洋
画
・
版
画
：

鴨
居
玲　

小
磯
良
平　

高
光
一
也　

中
川
一
政　

硲
伊
之
助　

三
岸
好
太
郎　

宮
本
三
郎　

棟
方
志
功　

脇
田
和　

な
ど

彫
刻
：

朝
倉
文
夫　

石
井
鶴
三　

佐
藤
忠
良　

高
田
博
厚

高
村
光
雲　

戸
張
孤
雁　

長
沼
守
敬　

平
櫛
田
中

山
田
鬼
斎　

吉
田
三
郎　

な
ど

野田九浦《獺祭書屋（正岡子規）》

武蔵野市蔵

前田育徳会尊經閣文庫分館

遊戯具と香道具
3月24日（水）～4月13日（火）　会期中無休

前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館
で
は
、「
遊
戯
具
と
香
道

具
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
加
賀
藩
前
田
家
に
伝
わ
る
「
遊
び
」
に

か
か
わ
る
絵
画
と
工
芸
品
、
特
に
香
を
鑑
賞
す
る
「
香
道
具
」

を
紹
介
し
ま
す
。

草
花
の
茂
み
に
群
れ
る
雉
を
描
い
た
画
面
の
上
部
に
、
平

安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
女
性
歌
人
三
十
六
名
を
「
歌
合
」
と

し
て
表
し
た
の
が
《
女
三
十
六
歌
仙
色
紙
雉
図
》
屏
風
で
す
。

左
に
は
小
野
小
町
・
和
泉
式
部
・
紫
式
部
・
清
少
納
言
な
ど
十

八
名
、
右
に
は
式
部
内
親
王
・
宮
内
卿
・
俊
成
卿
女
な
ど
十
八

名
の
歌
と
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
異
な
る
時
代
の
女
性
歌

人
た
ち
を
画
面
上
で
競
わ
せ
た
遊
び
心
と
華
や
か
さ
を
備
え

た
作
品
で
す
。

一
方
、
香
は
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
古
代
よ
り
献
上
品
と
し

て
も
尊
ば
れ
ま
し
た
が
、
近
世
に
入
る
と
大
名
調
度
の
ひ
と

つ
と
し
て
発
展
し
ま
す
。
特
に
各
種
の
香
道
具
を
ま
と
め
た

「
十
種
香
道
具
」
は
、
そ
の
代
表
で
す
。
調
合
し
た
香
を
競
い

合
っ
た
り
、
炊
い
た
香
を
楽
し
ん
だ
り
、
和
歌
と
関
連
し
た
道

具
な
ど
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
豪
華
な
蒔
絵
が
施
さ
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
、
前
田
家
に
伝
わ
る
十
種
香
箱
は
、
梨
子
地

に
蒔
絵
で
唐
草
模
様
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
香
の
判
別
に
応
じ
て
盤
上
の
人
形
・
動
物
な
ど
を
移

動
し
て
勝
負
を
競
う
盤
立
物
も
登
場
し
ま
す
。
源
平
合
戦
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
源
平
香
、
鷹
匠
と
鳥
類
が
対
峙
し
た
鷹
狩

香
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
が
相
対
し
た
花
軍
香
な
ど
、
見
る
も
楽
し

い
香
道
具
が
並
び
ま
す
。

本
特
集
で
は
そ
の
他
、
馬
上
か
ら
的
に
鏑
矢
を
射
る
流
鏑

馬
の
様
子
を
描
い
た
住
吉
廣
長
に
よ
る
《
流
鏑
馬
等
図
》
な

ど
、
全
十
二
点
を
紹
介
し
ま
す
。

《村梨子地唐松唐草御紋蒔絵十種香箱》
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3
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時

美
術
館
講
義
室

無
料

6
日
（
土
）

前
田
家
の
天
神
信
仰

学
芸
専
門
員

村
上
尚
子

13
日
（
土
）

現
代
陶
芸
の
楽
し
み

学
芸
員

奈
良
竜
一

1

．
会　

費

二
、
〇
〇
〇
円

2

．
受
付
期
間

三
月
一
日
（
月
）
よ
り
開
始
。

3

．
入
会
手
続

次
の
A
、
B
い
ず
れ
か
の
方
法
。

A　

直
接
来
館
し
て
の
お
申
込
み

・
会

員

証
：
そ
の
場
で
発
行
。

・
場　

所
：
一
階

情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー

・
申
込
方
法
： 

会
費
（
現
金
）
と
入
会
申
込
書
に
所
定
事
項
を

記
入
し
て
提
出
。

・ 
受
付
時
間
： 

午
前
九
時
三
〇
分
～
午
後
五
時
三
〇
分
（
休
館

日
を
除
く
）

※ 

展
示
替
え
に
よ
る
三
月
の
休
館
日
は
、
二
十

日
（
土
・
祝
）
～
二
十
三
日
（
火
）
で
す
。

B　

郵
便
局
か
ら
の
お
申
込
み

・
会

員

証
：
三
月
末
か
ら
美
術
館
だ
よ
り
と
共
に
郵
送
。

・
申
込
方
法
： 

同
封
の
払
込
取
扱
表
に
所
定
事
項
を
記
入
し
、

最
寄
り
の
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
窓
口
に

て
支
払
い
。
払
込
手
数
料
は
申
込
者
負
担
。

・
注
意
事
項
： 

郵
便
局
で
払
込
し
た
方
は
、
同
封
の
申
込
書
を

郵
送
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
払
込
取
扱
票

の
受
領
証
は
、
会
員
証
が
送
付
さ
れ
る
ま
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
備
え
付
け
の
振
替
用
紙
を
ご
使

用
の
場
合
、
口
座
番
号
・
加
入
者
・
通
信
欄
に
左
の
事
項
を

記
入
し
て
支
払
い
。

・
郵
便
振
替
口
座
：
0
0
7
0
0

－

7

－

4
6
4
9
0

・
加

入

者

名
：
石
川
県
立
美
術
館
友
の
会

・
通
信
欄
記
入
事
項
： 

年
齢
、
性
別
、
会
員
の
区
別
（
継
続
・

新
規
・
元
）
、
職
業
、
継
続
会
員
の
方

は
現
在
の
会
員
番
号

石川県立美術館友の会 会員募集

3月1日（月）から受付開始！郵送でのお申し込みは郵便振替で。

現会員で継続を希望される方も、改めてお申し込み下さい。

4

．
そ
の
他

◇ 

会
員
証
の
有
効
期
限
：
令
和
三
年
四
月
一
日
～
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

◇
会
員
証
の
対
象
：
記
名
者
本
人
の
み
（
ご
家
族
の
方
と
の
連
名
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

◇
一
度
納
入
さ
れ
た
会
費
の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
会
員
証
紛
失
に
よ
る
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

会
員
の
特
典

●
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
無
料
で
入
場
可
（
要
会
員
証
・
会
員
本
人
の
み
）

● 

企
画
展
入
場
券
進
呈
（
春
季
・
夏
季
・
秋
季
三
回
の
企
画
展
の
い
ず
れ
か
二
回
に
無
料
で

入
場
可
）

●
企
画
展
の
開
会
式
（
開
会
式
が
な
い
場
合
は
初
日
）
に
ご
招
待

●
入
館
料
の
割
引
（
要
会
員
証
）

①
同
伴
者
二
名
ま
で
：
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
、
企
画
展
観
覧
料
が
割
引

② 

会
員
本
人
の
み
：
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
石
川
県
七
尾
美
術
館
、
石
川
県
輪
島
漆
芸
美

術
館
、
石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
、
石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
、
金
沢
21

世
紀
美
術
館
、

脇
田
美
術
館
の
各
館
主
催
展
覧
会
を
割
引
。

●
館
主
催
諸
行
事
へ
の
参
加

● 

館
内
カ
フ
ェ
「
ル

ミ
ュ
ゼ

ド
ゥ

ア
ッ
シ
ュ

K
A

N
A

Z
A

W
A

」
に
て
ド
リ
ン
ク
の
割
引

（
要
会
員
証
、
平
日
の
み
）

●
最
新
情
報
を
お
伝
え
す
る
『
石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り
（
本
誌
）
』
を
毎
月
郵
送
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3月1日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

3月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後6：00 年中無休

3月の休館日は

20日（土･祝）～23日（火）

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

令和3年4月18日（日）

～5月23日（日）

会期中無休

雪舟の「花鳥図屏風」

と加賀藩の美術工芸

加賀藩における

狩野派の絵師たち

次回の展覧会

第３・４展示室 第５展示室 第６展示室 1F企画展示室

いしかわゆかりの肖像

【近現代絵画・彫刻】

工芸と暮らす

【近現代工芸】

優品選

【近現代絵画・彫刻】

かお・すがた・こころ

―肖像と近代―

かお・すがた・こころ　－肖像と近代－ 企画展Topics

会期：令和3年4月18日（日）～5月23日（日）

安田靫彦《大観先生像》1950年

東京国立近代美術館蔵

宮本三郎《妻と私と》1963年

東京国立近代美術館蔵

三岸好太郎《少年道化》1929年

東京国立近代美術館蔵

平櫛田中

《鶴氅試作（岡倉天心像）》1942年

東京藝術大学蔵

北野恒富《夜桜》（部分）1943年

大阪市立美術館蔵

川端龍子

《越後（山本五十六元帥）》1943年

大田区立龍子記念館蔵
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